
「働きたい」から「働き続ける」へ

○ 長野 志保（社会福祉法人 多摩棕櫚亭協会 ピアス）
ピアス スタッフ一同
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第３１回職業リハビリテーション研究・実践発表会

～ 就労移行支援と自立訓練（生活訓練）
事業の一体的運営の変遷を振り返る ～
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第３１回職業リハビリテーション研究・実践発表会

ピアスってどんなところ？①

所在地：東京都国立市（最寄り駅はJR南武線谷保駅）
運営母体：社会福祉法人 多摩棕櫚亭協会
他運営事業：オープナー（障害者就業・生活支援センター）

なびぃ（指定相談支援事業、地域活動支援センターⅠ型、自立生活援助）
棕櫚亭Ⅰ（地域活動支援センターⅡ型）
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第３１回職業リハビリテーション研究・実践発表会

ピアスってどんなところ？②



職業準備性を身につける

病気とうまくつきあう

それぞれのゴールがある

ピアスが大切にしていること

第3１回職業リハビリテーション研究・実践発表会
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自立訓練（生活訓練）事業（定員20名）

•就労移行支援事業を利用するために、
・安定通所（週4日程度）する体力をつける

   ・場や集団になじむ ことを目的とした事業

・業務の基礎を学ぶ

・利用期限は2年間

•プログラム内容
軽作業、ワークサンプル体験、就労プログラム、部門トレーニング（就労
移行）体験、ヨガ、ライフプログラム（地活と共催）等

※2022年度 新規入所12名（内2名リワークでの利用）

 就労移行支援事業への移籍 7名

第3１回職業リハビリテーション研究・実践発表会
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第3１回職業リハビリテーション研究・実践発表会

就労移行支援事業（定員20名）のしくみ①

職業準備訓練

就労トレーニング

就労プログラム

就労相談

個別担当制 定期面談
チェックリスト

○主観と客観のすりあわせ
○計画の振り返りと見直し

連動し、積み上げていく

部門トレーニング、職場実習
延長トレーニングや集中ト
レーニングもあり

○ふりかえり→気づき→課題
の発見
○練習の場

知識や情報を獲得
自分自身について整理

○自己理解と現実検討
○特性の整理
○モチベーション



企業実習
HW登録ワークサンプル

・弁当宅配部門・環境整備部門
・事務補助部門（軽作業含む）

実践期

（20H/1W安定出勤→時間数を伸ばす） チャレンジ期

就職
定着支援

チェックリスト
（6ヶ月）

チェックリスト
（12ヶ月）

基礎期
（入所から1～2ヶ月）

特別養護老人ホーム実習
（リネン作業）

職場実習

一般就労へ進むかど
うかの方向性の検討トレーニングの方向性

就労プログラム・個別相談・コミュニケーションプログラム・各種SST

第3１職業リハビリテーション研究・実践発表会
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就労移行支援事業（定員20名）のしくみ②



移行の入所者から見る移行と自立訓練

第31職業リハビリテーション研究・実践発表会
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2014～
2016

2017～
2019

2020～
2022

考察

移行入所者 62 54 42
2014～17年 定員30名
2018年以降 定員20名

うち 自立訓練から移行へ 12 12 19
2021年以降、移行入所者は自立
訓練を利用してから移籍をした
方が多くなっている

うち 移行から自立訓練へ
（≒中断）

6 6 2自立訓練から入所をする方が増
え、移行利用中の中断、就職以
外の退所が減っているうち 退所者（≒中断） 28 20 11

復職利用 - - 2
近年、休職期間に復職のために
利用をする方の受け入れを始め
ている

自立訓練入所者 34 39 36
自立訓練から入所をする方の半
数が移行へ移籍している

各期間の動向

2015年の入所者
はほとんどが中
断、退所となっ
てしまい、その
原因を振り返っ
た。自立訓練か
らの入所、活用
を促す方針へ

自立訓練から入
所をする方が増
えたが、移行へ
移籍をすること
が出来なかった。
部門体験を導入、
プログラムの工
夫を行う

2020年、コロ
ナ流行により
1ヶ月ほど事業
所閉所、新規利
用受け入れス
トップ期間が
あったが、自立
訓練の入所者数
は変わらなかっ
た

【まとめ】
自立訓練を活用し、土台へ
の取り組みをして移籍をし
た移行利用者が増え、移行
の中断者は減った



就職者から見る移行と自立訓練

第31職業リハビリテーション研究・実践発表会
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2014～
2016

2017～
2019

2020～
2022

平均利用期間 考察

就職者 49 35 29 21.6ヶ月
定員の50％の就職者を維持
している

内
訳

移行利用のみ 44 27 16 20.3ヶ月
短期コース、復職コースを
含む

うち延長した人の割合 24.5% 14.2% 31% 28ヶ月
延長をする方に共通するこ
と：

自立訓練利用 5 8 13 26.1ヶ月
うち自立訓練の平均利用期
間は9ヶ月

各期間の動向

自立訓練立
ち上げ当初
の2014年に
延長ケース
が多かった。
→以降、自
立訓練から
の入所を促
す方針へ

2018年に定
員変更をし
た。就労移
行30人→20
人へ

自立訓練を
利用した方
で就職に繋
がる方が増
えている。
2022年度は
12人中8名が
そうであっ
た

移行のみの利用
では延長をする
方が増えている。

【まとめ】
近年、移行の単体利用
だと延長をする割合が
高くなっている（転職
活動利用、復職利用は
除く）
自立訓練を利用しても、
移行の単体利用と利用
期間に大きな差はない



就労定着者から見る移行と自立訓練

第31職業リハビリテーション研究・実践発表会
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2017～
2019

2020 2021 2022 考察

就職者
（うち自立訓練利用者）

35
（８）

10
（3）

6
（2）

12
（8）

自立訓練を利用して就職をする
方が増えている

半年定着（2023.9） 33 10 6 12半年定着率は以前より高い

各期間の動向

2018年か
ら定着支援
事業開始。
3年定着率
は80％。定
着支援事業
利用は6割

自立訓練
を利用し
て就職を
した方が
移行単体
利用より
多くなっ
た

【まとめ】
就労移行支援事業と自立
訓練事業の一体的運営を
特に意識した近年、半年
定着者は100％となって
いる



まとめ

•就労移行支援事業と自立訓練事業を一体的に運営すること
で、移行入所者の中断が減っている。

•自立訓練事業を利用した方の移行の延長利用はない。効果
的に支援が行われているのではないか？

（自立訓練＝アセスメント）

•自立訓練事業を利用した方の就職が増えている。相関して
近年の半年定着率、1年定着率が高い。

•ただ、自立訓練事業を利用した人の中断が一定割合ある。
今後の課題になっている。

第31職業リハビリテーション研究・実践発表会
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